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は じ め に
　下田光造が執着性格をはじめて提唱したのは，
1929年の『異常児論』39）においてである．しかし，
下田がそれ以前に躁うつ病の病前性格についてど
う考えていたのか，どのようにして執着性格を抽
出したかは明らかになっていない7）．

　執着性格論の構成過程は 3期に分けることがで
きる．第 1期は，下田が医師となった 1911年か
ら，はじめて執着性格が提唱された1929年までで
ある．提唱された当初，執着性格は「偏執的性格」
と呼ばれ，躁うつ病だけでなく偏執病（以下，パ
ラノイア）の病前性格でもあった39）．偏執的性格

執着性格論（下田光造）の構成過程に関する考察
―森田正馬による精神病質論と比較して―

玉田　有

Yu Tamada：Considering the Construction Process of the“Immodithymia”Theory： 
Comparison with Morita’s Theory of Psychopathic Personalities

　下田光造が 1929年に提唱した執着性格は，躁うつ病の病前性格として知られているが，下田が
どのように執着性格論を構成したのかについては明らかになっていない．本論文の目的は，下田
の文献を網羅的に調査し，森田正馬による精神病質論と比較することで，執着性格論の構成過程
を明らかにすることである．下田は当初，精神病質を基礎として躁うつ病やパラノイアが発症す
ると考え，Kraepelinの提示した精神病質類型を整理するとともに，特定の類型と躁うつ病，パ
ラノイアを関連させた．また一方で，下田は躁うつ病患者が「愚直・小心・一事に熱中」という
性質をもつことを把握していた．下田は 1928年の時点で，躁うつ病の病前特徴として「愚直・小
心・一事に熱中」「紛争的」「興奮性」の 3つ，またパラノイアの病前特徴として「紛争的」「熱狂
的・狂信的」の 2つを捉えていた．1929年に下田は，精神病質の分類法を表面的な特徴による分
類から，同じ性質をもつ精神病質を 1つのカテゴリーにまとめ，同様の性質をもつ精神病と関連
づけるという方法に変更した．そして，①「愚直・小心・一事に熱中」，②「紛争的」，③「熱狂
的・狂信的」の 3要素を感情執著性という共通項のもとに執着性格にまとめ，躁うつ病とパラノ
イアに関連させた．下田が採用した，精神病質の体系的分類法と，感情執著性という共通項は，
森田独自の精神病質分類と共通する．この構成過程をふまえれば，執着性格は 3つの構成要素を
もつ複合的な性格類型といえる．その後，1930年代から下田は軽症うつ病と執着性格の関連を重
視し，「愚直・小心・一事に熱中」という要素に重点をおいた．そのため執着性格は，のちに Tel-
lenbachが提唱するメランコリー型性格に近似するようになり，パラノイアとの関連を排除され，
うつ病と神経衰弱を鑑別するための鍵概念として位置づけられるようになった．
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は精神病質＊1の一類型とされ，病理的な性格類型
として措定されていた．第 2期は 1930～1945年で
ある．この時期，下田は九州大学において，中脩
三らの門下生とともに偏執的性格と躁うつ病の関
連について実証研究を積み上げた7,28～30,40）．とく
に初老期鬱憂症と呼ぶ，軽症うつ病との関連を重
視し41,45,47,53），徐々に偏執的性格の「立派で模範的
な」面が強調されるようになった．その過程でパ
ラノイアとの関連は排除され，偏執的性格という
名称が「執着性格」に変更された28,29,46,47）．第 3期
は 1945～1957年である48～52）．九州大学を退職後，
鳥取に活躍の場を移した下田は，躁うつ病の病相
出現を「疾病逃避反応」とする仮説49,52）を提唱し
た．そして執着性格をより正常に近い性格類型と
して分類した51）．
　本論文の目的は，第 1期における執着性格論の
構成過程を明らかにすることである．
　方法としては，国立国会図書館において下田の
著作を初期のものから網羅的に調査し，下田によ
る躁うつ病の病前性格についての言説を時系列的
に分析した．さらに下田の言説を森田正馬による
精神病質論と比較して，執着性格論の構成過程を
考察した．
　森田による精神病質論と比較した理由は次の 3
つである．①下田の提唱した偏執的性格は，当初
精神病質の一類型として設定されていたこと，②
森田が同時代に精神病質について独自の類型分類
を提唱しており21～25），下田の精神病質論と対照
をなしていたこと，③森田は下田の東京帝国大学
における 9年先輩であり，ともに呉秀三門下で交
流があったことである．下田と森田の略歴31,33）に
ついては表 1に示した．

　本論文ではまず，1929年以前に下田が病前性格
についてどのように考えていたかを，躁うつ病と
パラノイアに分けて述べる．そして森田による精
神病質論と比較し，1929年の『異常児論』におい
て偏執的性格に結実した経緯を考察する．なお，
固有名詞・引用文などの表記はできる限り現代表
記にあらためた．また，今日の観点からみれば差
別的な用語が含まれているが，歴史的な問題を
扱った論考のため，原文を尊重して使用したもの
であり，差別的意図はない．

Ⅰ．「偏執的性格」誕生の経緯
　1． 精神病質を基礎として躁うつ病が発症する 
―呉・下田の共著論文―

　1911年に大学を卒業した下田が，そのキャリア
の初期にあらわした論文で躁うつ病の病前性格論
に関係するものは「変質―躁鬱病」（1915年）15），
「異常人格に就きて」（1918年）16）の 2編である．
正確に言えば，下田自身の論考ではなく，呉秀三
が学生に患者を供覧しながら行った臨床講義を，
下田が筆記したものである．
　そこでの要点は，「精神病質を基礎として，躁う
つ病などの精神病が発症する」とされていたこと
である．そして呉と下田は，精神病質の類型分類
として，当時最新であった Kraepelin, E.（教科書
第 8版）13）の 11類型を紹介した（表 2）．精神病質
という雑多な集合を，躁うつ病患者の病前にみら
れる特徴として捉えていたということができる
が，この時点では，具体的にどの精神病質の類型
が躁うつ病と関連するのかは特定されていない＊2．

＊1 Psychopathieに対する訳語が日本精神神経学会によって「精神病質」と定められたのは 1938年である2,3）．それ以前
は，異常人格16），性格異常37），精神変質症54），変質者21）などの語が用いられていた．下田・森田ともに，これらの語は
同義としている21,54）．いずれも知・情・意のうち情緒・意志面の障害が目立つ病態を指すと考えてよい．現代ではパー
ソナリティ障害とオーバーラップする概念であるが，本論文では「精神病質」に統一する．

＊2 Kraepelinはみずから示した精神病質の 11類型とは別に，躁うつ病の前段階としてみられることの多い素質として，
抑うつ性素質，躁性素質，刺激性素質，循環性素質の 4つを基礎状態（Grundzustand）として挙げた12）．これらも精
神病質の範疇に入る．このうち躁性素質は，11類型のなかの体質性興奮症と同じものだが，下田はとくに基礎状態と
いう概念には言及していない．
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表 1　下田光造と森田正馬の略歴

下田光造（1885～1978） 森田正馬（1874～1938）

1874年 高知にて出生

1885年 鳥取にて出生

1902年 東京帝大卒
1903年 同助手・巣鴨病院作業主任

1911年 東京帝大卒
同副手・巣鴨病院医員

慈恵医院医学専門学校教師

1917年 東京帝大・東北帝大講師

1921年 慶応大学教授・医学博士
1923年 ベルリンに留学
1924年 帰朝・九州帝大教授 1924年 医学博士

1925年 慈恵医大教授

1938年 逝去

1945年 米子医専校長・九州帝大退職

1957年 鳥取大学退職

1978年 逝去

表 2　下田による精神病質分類の変遷

精神病質の類型 躁うつ病と関連する精神病質

「異常人格に就きて」（1918）16） 11型（神経質・強迫性神経病・衝動性精神病・色
情異常症・体質性興奮症・病的軽佻症・病的放佚
症・病的詐偽詐騙症・病的不徳症・病的紛争症・
病的奇行症）
Kraepelinの分類（1915）と同じ

言及なし

『最新精神病学』初版（1922）54） 7型（神経質・病的軽佻症・病的虚言詐騙症・病
的奇矯症・病的不徳症・病的紛争症・色情異常
症）

病的軽佻症・体質性興奮症・
神経質

『最新精神病学』第 2版（1924）55） 7型（初版と同じ） 初版と同じ

『最新精神病学』第 3版（1926）56） 6型（病的不徳症・病的軽佻症・病的虚言詐騙
症・病的奇矯症・病的紛争症・色情異常症）

病的軽佻症・体質性興奮症

「性格異常に就て」（1926）37） 10型（色欲異常症・衝動症・放逸症・背徳症・軽
佻症・虚言症・奇行症・紛争症・興奮症・偏執
症）

言及なし

『最新精神病学』第 4版（1928）57） 6型（病的不徳症・病的軽佻症・病的虚言欺騙
症・病的奇矯症・病的紛争症・色情異常症）

紛争的性格・興奮性性格

『異常児論』（1929）39） 4型（癲癇的性格，ひすてりい的性格，奇矯的性
格，偏執的性格）

偏執的性格
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　2． 特定の精神病質類型が躁うつ病と結びつく 
―下田の教科書『最新精神病学』―

　下田が特定の精神病質類型と躁うつ病を関連さ
せるのは，自身が執筆した教科書である『最新精
神病学』54～58）からである．これは杉田直樹と共著
で書かれたもので 1922年の初版から 1932年の第
5版まで版を重ねた．
　この教科書において，下田は Kraepelinの提示
した精神病質の類型を整理した．そして特定の類
型を躁うつ病と関連させたが，教科書の改訂の過
程で下田の考えは変化している（表 2）．
　初版（1922年）54）で，下田は Kraepelinが提示
していた精神病質の 11類型を 7類型に整理した．
そして躁うつ病と関連する類型として「病的軽佻
症，体質性興奮症，神経質」を挙げた．「病的軽佻
症」とは，陽気で爽快，意志薄弱で誘惑に陥りや
すく，定業に就かず，嗜好品に溺れやすいという
特徴をもつ類型である．また，「体質性興奮症」と
は些細なことで激烈な憤怒がみられるような類型
とされており，この時点では，のちの執着性格と
は異なった性格類型が躁うつ病の病前特徴として
考えられていたことがわかる．
　第 3版（1926年）56）では，「神経質」が消去され
「病的軽佻症，体質性興奮症」が躁うつ病と関連す
るとされた．「神経質」とは，内向的，劣等感に基
づいた不安・不確実感，頑固な自己観察，強迫症
状などを特徴とする性格異常であり，のちに森田
神経質と呼ばれる慢性神経衰弱症と同義である．
下田は第 3版から，神経質が先天性ではなく，養
育環境によって生じる後天的なものだと考えるよ
うになり，神経質を精神病質のリストから外し
た＊3．あとで考察を加えるが，神経質と躁うつ病
の関連が切り離されたことは，下田が慢性神経衰
弱症と躁うつ病（とくにその抑うつ状態）の鑑別

を重視するようになったことを意味する．
　第 4版（1928年）57）では，病的軽佻症が，のち
の執着性格の特徴の 1つとされる紛争的性格に交
代した．またこのときから「性格」という用語が
使われるようになった．
　このように特定の精神病質類型を躁うつ病と関
連させる一方で，下田は，初版54）の時点で「躁う
つ病の基質あるものは多くは愚直小心にして一事
に熱中する性質」があることも指摘していた．そ
して「責任重き業務を課するときは不識の間に休
息を忘れ，漸次過労に陥りついに再発をきたすに
至る」と説明し，再発予防の重要性について言及
した．
　まとめると，下田は『異常児論』の前年である
1928年の時点で躁うつ病の病前性格として少な
くとも 3つの特徴を捉えていたということができ
る．すなわち，①愚直小心にして一事に熱中する
性質，②紛争的性格，③興奮性性格である．

　3． パラノイアの病前性格
　それでは，下田はパラノイアの病前性格につい
て，どのように考えていたのだろうか＊4．下田は
自身の教科書54）で，パラノイアもまた精神病質か
ら発すると論じているが，教科書では特定の類型
とパラノイアを関連させていない．
　そこで，1926年に一般雑誌「婦人之友」に掲載
された「性格異常に就て」37）という講演録を参照す
ると，紹介された 10個の精神病質類型のなかに
「紛争症」　「偏執症」という類型を見出すことがで
きる（表 2）．「紛争症」とは，自己の権利を強く
主張し，些細なことに憤慨して他人の欠点を許せ
ないという特徴をもち，どこまでも追及して訴訟
を起こすような人であり，攻撃性の目立つ類型で
ある．これは躁うつ病とも関連づけられていた．

＊3 下田と森田の間には，互いに尊敬と理解があった33）が，黒木ら18）が指摘しているように，神経質の成因をめぐっては，
下田と森田で意見が異なり，直接論争している．すなわち，下田39）が後天的な環境因を重視したのに対し，森田23）は遺
伝的体質的素因を重視した10）．

＊4 ここでいうパラノイア（偏執病）とは，強固に持続する系統化した妄想を主徴とし，解体症状を伴わない病態を指す．
妄想の主題は，被害妄想・好訴妄想・嫉妬妄想・宗教的誇大妄想・血統妄想・政治的誇大妄想・発明妄想が多いとさ
れている54）．
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「偏執症」とは，自我感情の亢進に基づいて自己に
執着し，注意が一定の方向で固定して，反省しな
い人とされている．自分がよいと信じたことは誰
が何と言おうと顧みず，例としては，世のなかの
すべてのことが自分の研究事項で説明できると考
える学者や，民間療法や宗教でなんでも救われる
と信じてしまう人が挙げられている．これはいわ
ゆる「熱狂者・狂信者」である．
　名称と内容から，この 2つの類型がパラノイア
と関連することは明らかであり，下田が1926年の
時点で，パラノイアの病前性格として「紛争症」
と「熱狂者・狂信者」の 2類型を考えていたとい
うことができる．

　4． 「偏執的性格」の誕生
　下田が 1929年にあらわした『異常児論』39）は，
児童期における精神遅滞や精神病質について論じ
た本である．精神病質の定義は成人のものと同様
であるが，ここで下田の精神病質分類は大きな変
化をとげた（表 2）．それまで用いられた Kraepe-
lin由来の分類名が消え，「癲癇的性格」　「ひすてり
い的性格」　「奇矯的性格」　「偏執的性格」の 4つが
あらたに登場したのである．そして，「癲癇的性
格」はてんかんに，「ひすてりい的性格」はヒステ
リーに，「奇矯的性格」は早発性痴呆に，「偏執的
性格」は躁うつ病とパラノイアに関連づけられた．
つまり精神病質の類型分類がそれぞれ，特定の精
神障害と対応する病前性格として組みかえられた
ということができる．
　躁うつ病とパラノイアの病前性格とされた偏執
的性格は，「ある事柄に執着・熱中する，ごまかし
ができない，責任感が強い，馬鹿正直で，大変良
い性格，模範青年」という模範的な要素と，一方
では「執着が自己の権利や他人の責任という方面
に熱中するとはなはだ厄介」という紛争者的な要
素を含んでおり，ここにおいて執着性格の原型が
あらわれたといってよい．
　つまり下田は『異常児論』において，それまで

躁うつ病の病前性格として考えていた「愚直小心
にして一事に熱中する性質」　「紛争的性格」　「興奮
性性格」と，パラノイアの病前性格として考えて
いた「紛争症」　「熱狂者・狂信者」を偏執的性格と
いう類型にまとめたと考えることができる．
　しかし1929年において，このような精神病質分
類の変化がどのようにもたらされたのだろうか．次
項で森田正馬による精神病質論と比較し考察する．

Ⅱ．森田正馬による精神病質論との比較
　森田は，呉と下田が踏襲した Kraepelin由来の
精神病質分類に対して批判的だった21～25）．すな
わち，Kraepelin由来の従来の分類は目の前にあ
らわれている症状や状態像，または「機会的原
因」＊5によって分けられているにすぎず，「他の内
科病に比較すれば，腹水病，血尿病とかいうよう
なもので」，病気の「本性」，経過，予後などを知
ることができないと論じた22）．例えば頭部外傷と
いう同じ「原因」でも，「頭痛常習となる神経質も
あれば，あるいは運動麻痺を起こすヒステリーも
あり，あるいは損害賠償の好訴症となる」など，
患者のもつ性質によって症状のあらわれかたが異
なる．また逆に，強迫観念という同じ症状でも，
神経質や意志薄弱性素質のほか，早発性痴呆の初
期やヒステリーにもみられることがあると指摘
し，「表面的な症状的診断」では，治療方針が決め
られないと強調した22）．
　そこで森田は，《共通の特徴をもつ精神病質と
精神病を重症度の軽重とみて，ひとつのカテゴ
リーにまとめる》という，あらたな分類原則に
のっとり，独自の精神病質分類21～23）を提唱した
（表 3）＊6．例えば第二類の「6．感情執著性素質」
には，病的紛争症，病的好訴病，熱中者，宗教的
惑溺者，パラノイアが 1つのカテゴリーにまとめ
られている．「熱中者」とは，発明家，学者，芸術
家，政治家など，主義・信念に執着する人であり，
「熱狂者」と呼ばれる類型と同義である．また「宗
教的惑溺者」とは，宗教や迷信に深入りする人で，

＊5「外傷性神経病」　「拘禁性精神病」などが例として挙げられている．
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「狂信者」と同じである．森田は以前より，パラノ
イアが感情の執著によって起こると主張してお
り20），パラノイア，紛争者，熱狂者，狂信者を「感
情執著性」という共通の特徴のもとに，1つのカ
テゴリーにまとめたということができる．
　ここで，森田の主張と，下田が 1929年に行った分
類の変更点とのあいだに2つの共通点が浮上する．
　1つ目は類型のまとめ方である．すなわち下田

も，それまで踏襲していた Kraepelin由来の「目
の前にあらわれている症状や状態」による非体系
的分類から，「同じ性質をもつ精神病質を1つのカ
テゴリーにまとめ，同様の性質をもつ精神病と関
連づける」という体系的分類に変更したというこ
とができる＊7．
　2つ目は，「感情執著性」という共通項の設定の
しかたである．下田ものちに偏執的性格の基本的

表 3　森田による精神病質分類（1927年）

第一類　精神発育制止（量的）
 1 ．白癡
 2 ．癡愚
 3 ．魯鈍
第二類　変質者（質的）
 1 ．神経質
　　　①固有神経質
　　　②発作性神経症
　　　③強迫観念症
 2 ．ひすてりー
　　　①ひすてりー性気質
　　　②身体的ひすてりー症
　　　③ひすてりー性精神病
　　　④従来の病的軽佻症，病的虚言症，欺騙症，体質性感情交代症などの一部
 3 ．意志薄弱性素質
　　　①単一意志薄弱者　②病的放逸症，浮浪者，濫費者　③悖徳症
　　　④生来性犯罪者　⑤渇酒症，色欲異常者など　（⑥は原文にない）
　　　⑦衝動性精神病　⑧強迫行為，強迫性精神病
 4 ．感情発揚性素質
　　　①体質性興奮症　②軽度躁病　③躁病状態
 5 ．感情抑鬱性素質
　　　①体質性抑鬱症　②鬱憂病
 6 ．感情執著性素質
　　　①病的紛争症，病的好訴病　②熱中者，宗教的惑溺者　③偏執病（Paranoia）
 7 ．乖離性気質

（文献 22より引用）

＊6 第二類の「1．神経質」は，森田療法の適応症である慢性神経衰弱症であり，のちに森田神経質と呼ばれた類型である．
躁うつ病に関しては，躁病とうつ病を「別にしたほうがあるいは便利かもしれぬ」として，それぞれ体質性興奮症，体
質性抑鬱症と関連させているのみである22）．

＊7 これは Kraepelinから Kretschmer, E. への理論的接近といえるかもしれない．実際，森田は Kretschmerの『体格と性
格』14）の影響を受けて，「乖離性気質」（分裂病質）という類型を追加するなどしている22）．しかし，下田が Kretschmer
の影響を受けたかどうかは不明である．Kretschmerの体格と性格の分類について，下田は「新しくかつ科学的」と一
定の評価を示しているものの，「躁うつ病と早発性痴呆の 2種の疾患のみの観察によっているため，多種多様な精神障
害に応用できない」とし，循環性格についても「健康人に存する気質」であり躁うつ病と直接関連しているとは考えら
れないと批判している40）．
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な特徴として，「ある事柄に感情が興起するとそ
の感情が普通人のごとく間もなく褪めずして持続
的に緊張しているという点」を挙げている41）．異
なる点は，感情執著性を森田がパラノイアとその
病前性格のみに限定したのに対し，下田はパラノ
イアと躁うつ病両方の病前性格の特徴としたこと
である．
　このように，下田の偏執的性格と森田の感情執
著性素質のあいだには共通点があるのだが，実際
に下田が森田の影響を受けた可能性はあるのだろ
うか．
　2人の接点はいくつか確認できる．例えば森田
は1916年の日本神経学会総会において，パラノイ
アと感情執著性の関連を論じた20）が，森田の次席
で発表を控えていたのが下田36）であった．このと
き，下田が森田の発表を聞いた可能性は高い．ま
た，森田は独自の精神病質分類を，1918年ごろか
ら作成し，1922年に論文として出版した21）．その
後，Kretschmer, E. の影響を受けて若干の改変を
行ったのち，1927年の日本神経学会総会で発表し
た．このときの発表内容が原著論文22）として，
1927年の神経学雑誌に収録されているが，同号に
下田の論文38）も掲載されている．さらに，森田の
主著である『神経質の本態及療法』（1928年）23）に
も同様の分類が掲載されており，下田がこの著作
を読んだことは明らかになっている39）．
　これらの事実をふまえると，1929年までに下田
が森田の精神病質分類を把握していたと考えるの
が自然であるが，下田は森田の分類に対して直接
言及していないため，その影響を受けたかどうか
は不明である．しかし，森田の分類と比較するこ
とで，次のことはいえる．つまり下田は，精神病
質を表面的な特徴で分類するのではなく，同じ性
質をもつ精神病質を 1つのカテゴリーにまとめ，
同様の性質をもつ精神病と関連づけるという方法
で分類しなおした．そして，「愚直小心にして一事
に熱中する性質」　「紛争者」　「熱狂者・狂信者」の
諸要素を熱中性，感情執著性という共通項のもと
に「偏執的性格」にまとめ，躁うつ病とパラノイ
アに関連させたのである．

Ⅲ．考　　　察
　1． 執着性格に含まれる 3つの構成要素
　考察では，偏執的性格・執着性格ともに「執着
性格」という名称に統一して論じる．
　前述の構成過程をふまえると，執着性格は少な
くとも 3つの構成要素をもった複合的な性格類型
ということができる（図 1）．1つ目は「愚直・小
心・一事に熱中」という要素 Aである．これは社
会的には「模範的な人」となりうる性質であり，
正常性格の範囲にあるといえるだろう．のちに下
田が「消極的執着者」51）と呼んだ性格特徴である．
2つ目は「熱狂者・狂信者」という要素 B，3つ目
は「紛争者」の要素 Cである．B，Cはともに精
神病質の範囲にあり，いずれも社会においては
「厄介な人」となりうる性質である．のちに下田
は，「執着が自己の権利の主張，政治や思想上の主
義主張，宗教的活動等に集注され，強い感情に伴
うそれらの観念（過価観念という）がその人の全
生活を支配するようになった場合」に B，Cの類
型になるとした51）．B，Cの差異は他人に対する
攻撃性の有無にあるといえる．
　執着性格に含まれる複数の要素については，今
までも飯田や森山によって指摘されてきた．飯
田6）は，執着性格が「メランコリー型」と「マニー
型」の両方と一致している部分が多いと述べた．
「メランコリー型（Typus melancholicus）」59）とは，
Tellenbach, H. が提唱した存在類型であり，秩序
志向性（Ordentlichkeit）を基本特徴とし，几帳
面，正確，勤勉，強い責任感，世話好き，良心的
という性格としてあらわれる．これは単極型うつ
病（軽躁状態も含む32））の病前性格とされた．ま
た，Zerssen, D. のいう「マニー型（Typus mani-
cus）」59,60）とは，メランコリー型と活動的，勤勉，
感情優位，親切などの特徴を共有するが，気まぐ
れ，危険を好む，熱狂能力がある，おおまか，元
気，独立心旺盛，非因習的，大胆不敵などの特徴
をもつ性格類型である．単極型躁病もしくは躁病
相優位の躁うつ病の病前性格とされた．
　一方，森山27）は執着性格が「几帳面」と「熱中
性」の相矛盾する両極をもつ概念だと論じた．森
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山の述べた「几帳面」とは，対象と自己とのあい
だに距離をおこうとする冷静な傾向であり，「熱
中性」とは，逆に対象と一体化しようとする傾向
である．
　Tellenbachや森山が論じた概念は人間学的な
側面をもち，著者の抽出した構成要素と厳密に対
応するものではないが，A～Cの 3要素それぞれ
に「几帳面」と「熱中性」の両極があり，Aはよ
り「几帳面」の程度が高く「メランコリー型」に
類似し，B，Cはより「熱中性」の程度が高く「マ
ニー型」に近いといえる．

　2． 躁うつ病とパラノイアがまとめて執着性格
と関連づけられた理由

　執着性格がこのような複合的な性格類型になっ
ているのは，下田が躁うつ病とパラノイアの両方
を執着性格に関連させたことが 1つの要因となっ
ていると思われる．下田はなぜ躁うつ病とパラノ
イアをまとめて執着性格に関連させたのだろう
か．理由は 2つ考えられる．

　1つ目は，軽躁状態とパラノイアの状態像の類
似である．下田は『最新精神病学』の初版54）にお
いて，パラノイア患者が「感情の亢進・談話流暢」
などの理由で軽躁状態に似た外観を呈することを
指摘した．また逆に，軽躁状態の患者が，「自我感
情の持続的興奮と空想力旺盛のために」自己関係
づけ思考を発展させ，系統的妄想を構成する例が
あるとして，これを「偏執病様型」と称した＊8．
　2つ目は，躁うつ病の臨床において，初期の下
田が抑うつ状態よりも躁状態のほうを多く観察対
象としていた可能性である．同じく『最新精神病
学』初版54）において，下田は，抑うつの軽度な場
合は家庭で看護されている例が多いため，病院で
は抑うつ状態よりも躁状態をみることが著しく多
いと述べている．また，呉と下田が提示した躁う
つ病の 2症例15）は，いずれも強い躁状態を呈して
おり，1例は興奮して「この巣鴨病院には悪魔は
いない，馬鹿野郎はいる」などと滅裂に独語しな
がら裸で動き回っているような症例であり，もう
1例も興奮して「自分は大日本帝国のイエス，ク

＊8 ただし下田は，軽躁状態の妄想はパラノイアと類似しているものの，全人格を支配せず，観念奔逸によって行為の目的
が容易に変化する点などから，パラノイアとは鑑別可能とした．

図 1　執着性格に含まれる 3つの構成要素

過価観念（＋）
精神病質
「厄介な人」

正常性格
「模範的な人」

「愚直・小心・一事に熱中」
「消極的執着者」

「熱狂者」
「狂信者」 「紛争者」

攻撃性（－）

A

B C

攻撃性（＋）
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リストである」という誇大妄想を認める症例であ
る．
　以上の理由から，初期の下田が躁うつ病（とく
に軽躁状態）とパラノイアを近縁の病態と考えて
執着性格に関連づけた可能性が考えられる．

　3． その後の執着性格論
　1929年に誕生した執着性格論は，1930年代に
「初老期鬱憂症」との関連が重視されるようになり
変化した＊9．
　初老期鬱憂症30,45,53）とは，40代頃の男性に発症
することが多いとされた，軽症うつ病の類型であ
るが，本態は躁うつ病の抑うつ状態と同じであ
る．患者は上流知識階級に属する者が多く，約
20％が医師という．著しい悲哀の表情はみられ
ず，態度や談話にも異常がない．不眠，憂うつ，
思考力減退，決断不能，「胸が圧迫される」などの
異常感覚が主な症状である．責任感が強く，正直，
真面目，徹底的でごまかしができない執着性格者
が，過労事情に遭遇しても休むことができずに疲
弊のピークにおいて発症する．適切な治療を受け
なければ予後不良で，自殺の危険がある．下田は
持続睡眠療法が著効すると述べ，のちには電気け
いれん療法できわめて簡単に治癒するとした48）．
　このような初老期鬱憂症との結びつきを強める
ことで，執着性格は 2つの方向に変化した．1つ
は，執着性格とパラノイアの関連が排除されたこ
とであり，もう 1つは執着性格が神経衰弱とうつ
病を鑑別する際の鍵概念とされるようになったこ
とである．

　1） パラノイアとの関連の排除
　下田は，初老期鬱憂症患者の社会的地位が高い
のは，患者の病前性格である執着性格が周囲から
信頼される性質だからとして，執着性格を「立派
な性格」　「良い性質」だと強調するようになっ
た41,45,47）．さらに，パラノイア性格との混同を避
けるために「偏執的性格」から「執着性格」に名
称を変更した＊10．つまり，提唱された当初はむし
ろ躁病相優位の躁うつ病とパラノイアと結びつい
ていた執着性格が，軽症うつ病との関連を重視さ
れることで，執着性格の重点が，先に述べた 3つ
の構成要素でいえば，B，Cから Aに移ったとい
うことができる．
　2） 神経衰弱とうつ病を鑑別するための鍵概念
　初老期鬱憂症の臨床において重要な点は，当時
流行していた神経衰弱との鑑別であった．
　下田47）によれば，神経衰弱には，正常性格の人
が過労を契機に発症して休養で治癒する「単純神
経衰弱症」と，内向性格という異常性格をもった
人が過労を契機に発症して森田療法（下田は体験
療法と呼んだ）の適応になる「慢性神経衰弱症」
の 2つの類型がある．いずれにしても神経衰弱と
初老期鬱憂症は，両者ともに過労を契機に発症
し，類似した症状を訴えるため混同されやすい．
しかし，神経衰弱と初老期鬱憂症では治療法が異
なり，初老期鬱憂症には自殺の危険があるため，
下田は神経衰弱と初老期鬱憂症を鑑別する必要性
を繰り返し強調した30,41,44,45,48,50,53），＊11．
　下田が，神経衰弱と初老期鬱憂症の鑑別のポイ
ントとして重視したのは病前性格への着目であ

＊9  この時期の論文として，しばしば引用される「精神神経症〔一〕」40）には続編がある．しかし，「精神神経症〔二〕」42），
「精神神経症〔三〕」43）まで出版されたあと，肝心の偏執的性格の項目が詳論されないまま中断してしまっている．

＊10 この名称変更の経緯についても森田の影響があった可能性がある．森田は 1936年に，自身が提唱した精神病質類型の
「感情執著性素質」を「偏執性素質」と名称変更したうえで，素直な熱中性は偏執性素質ではなく，偏執性の気質は
もっと反抗的・反社会的なものであって，偏執性素質からはパラノイアが起こり，躁病は起こらないと論じた26）．森
田は下田を名指していないが，下田の執着性格論への批判とも読める内容である．下田がこの森田の主張を把握して
いたかどうかは不明だが，下田とその門下生は 1935年45）を最後に「偏執的性格」という名称を用いなくなった．そし
て 1940年から「執着性気質」28,29），「執著性気質」46），「執着性格」47）に名称を変更した．

＊11 神経衰弱と内因性うつ病の鑑別の重要性について論じた Bonhoeffer, K. の論文1）を，医師になって 2年目の下田が抄訳
している．のちに下田は Bonhoefferのもとに留学した．しかし，初期の下田が神経衰弱と鑑別を要する疾患として重
視していたのは早発性痴呆と進行麻痺だった35,54）．
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る．つまり病前性格が内向性格であれば慢性神経
衰弱症，執着性格であれば初老期鬱憂症の可能性
が高い．
　下田のいう内向性格とは，自信欠乏，劣等感を
基調として，臆病，不活発で何事にも躊躇・逡巡
するような性格類型であり，執着性格とは異なる
特徴をもつ47,51）．また下田は，内向性格を教育環
境によって後天的につくられた性格と考えてお
り，この点においても，先天的な遺伝素質のあら
われである執着性格とは対照的であった．した
がって，黒木17）が指摘したように，軽症抑うつ状
態の鑑別にあたって「後天的素因‒内向性格‒慢性
神経衰弱症」　「先天的素因‒執着性格‒躁うつ病」と
いう対比40）が重視されたのである．「内向性格‒慢
性神経衰弱症」はいわゆる森田神経質であり，執
着性格が森田神経質の対抗概念として位置づけら
れたということもできるだろう．下田はのちに
「森田博士はいわゆる神経質のうち体験療法に不
熱心な患者を意志薄弱性の神経質と名づけたが，
このなかにはかなりの数に軽鬱症が混じていたで
あろうことを私は私の苦い経験によって想像して
いる」と述べている50）．

お わ り に
　下田が 1929年に執着性格論をはじめて提唱す
るまでの構成過程を，森田の精神病質論と比較す
ることで明らかにした．また，執着性格が 3つの
構成要素をもつことを述べ，その後の執着性格論
の変化について，若干の点を指摘した．
　下田が執着性格について公に論じたのは，鳥取
大学を退職した1957年51）が最後である．執着性格
論は，戦前の精神医学界にほとんど影響を及ぼさ
なかった8,11）が，下田の手を離れたのち，京都大学
の平沢によって再評価されたことを契機に，日本
独自のうつ病論の形成に大きな役割を果たすこと
になる．
　外来診療における軽症例の増加に伴い，平沢は
1962年に軽症単極型うつ病の外来例を対象とし
た執着性格の臨床研究を発表した4）．そこで平沢
は，執着性格の特徴として「几帳面」　「仕事熱心」，

小心で他人に合わせるという「対人過敏」の 3つ
を挙げ，紛争者・狂信者・熱狂者はみられないと
した．これは先に述べた要素Aのみが執着性格と
して再定義されたということであり，平沢自身も
認めている5）ように，ここにおいて執着性格が，
Tellenbachのメランコリー型性格とほぼ同じ類
型になったということができる32,34）．さらに笠原
は，メランコリー型性格の特徴として，他人との
円満な関係を望む「対他配慮性」を重視し，当時
多数を占めていたうつ病のプロトタイプを「笠
原・木村分類」（1975年）の第Ⅰ型として抽出し
た8,9）．北中11）によれば，このように，うつ病を「真
面目で対他配慮のある，社会適応のよい人がなる
病気」とする言説の発展は日本に独特である．
　現在も，執着性格とメランコリー型性格は類似
した性格類型として教科書などで紹介されること
が多い．しかし，それは平沢が再定義したあとの
執着性格である．本論文で明らかにしたように，
提唱された当初は別の要素も含んでおり，執着性
格が一種の病理性をもった性格類型であることは
ふまえておく必要があるだろう．また飯田6）が述
べたように，執着性格の特徴を「生来的に感情統
合機能の不十分な人が，社会生活に適応するため
に獲得した防衛機制」とみなすならば，時代や社
会的な状況で執着性格のあらわれかたも変遷する
はずである．松浪ら19）の「現代型うつ病」研究は，
この問題意識に基づいているといえる．現代の日
本における「執着性」の現象形態と，それに関連
する病態についての検討は，精神病理学に要請さ
れた課題である．

　本論文の内容の一部は，第 39回日本精神病理学会大会
（2016年 10月，浜松），第 20回日本精神医学史学会大会
（2016年 11月，大阪）において発表した．

　なお，本論文に関連して開示すべき利益相反はない．

　謝　辞　精神病理学を基礎から教えていただき，日々の
議論において本研究の端緒を与えてくださった虎の門病院
大前晋先生に厚くお礼申し上げます．また，本論文のもと
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Considering the Construction Process of the“Immodithymia”Theory： 
Comparison with Morita’s Theory of Psychopathic Personalities

Yu TAMADA

Department of Psychiatry, Toranomon Hospital Kajigaya

　　“Immodithymic character”（Shuuchaku Seikaku）, as proposed by Mitsuzo Shimoda in 1929, 
has been widely accepted as the premorbid personality of manic‒depressive illness. However, 
how he developed the theory of immodithymic character remains unclear. The purpose of this 
study was to clarify the process used to construct the theory of immodithymic character by 
comprehensively investigating the literature written by Shimoda and comparing the contents 
with the theory of psychopathic personalities by Masatake Morita.
　　Shimoda originally considered that manic‒depressive illness and paranoia develop on the 
basis of psychopathic personalities, but did not specify the psychopathic types that were asso-
ciated with each disease. He later came to associate specific psychopathic types with manic‒
depressive illness and paranoia. On the other hand, he also noted that manic‒depressive 
patients displayed a“simple and honest, timid, and earnest”character.
　　Shimoda first proposed“immodithymic character”in 1929, but had already noted the three 
elements of“simple and honest, timid, and earnest”,“quarrelsome”, and“excitable”as premor-
bid characteristics of manic‒depressive illness by 1928, in addition to“quarrelsome”and“enthu-
siastic, fanatical”as premorbid characteristics of paranoia.
　　In 1929, Shimoda stopped classifying psychopathic personalities with superficial features, 
as Kraepelin was doing. He then reclassified psychopathic personalities so as to group some 
types with the same property into a single category and relate that category to specific dis-
eases with the same nature. The three elements of：1）“simple and honest, timid, and earnest”, 
2）“quarrelsome”, and 3）“enthusiastic, fanatical”were then grouped into“immodithymic 
character”under the common property of“lasting affect”（abnormality of the excitability of 
affect）, and immodithymic character was related to manic‒depressive illness and paranoia. The 
taxonomy of grouping psychopathic personalities with the same properties and the approach to 
setting the common term“lasting affect”are in common with the classification of Morita, who 
criticized Kraepelin. Given this construction process, the author can conclude that immodithy-
mic character is a complex personality type with three components.
　　From the 1930’s, Shimoda emphasized the relationship between a depressive episode of 
manic‒depressive illness and immodithymic character, and focused on the element of“simple 
and honest, timid, and earnest”. Immodithymic character excluded the association with para-
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noia and became a key concept to differentiate manic‒depressive illness from neurasthenia. As 
a result, immodithymic character became similar to“Typus melancholicus”（melancholic type）
later proposed by Tellenbach.
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